
 梅雨
つ ゆ

が明
あ

けたらいよいよ夏
なつ

本番
ほんばん

。登
とう

下校中
げこうちゅう

に少
すこ

し歩
ある

いただけでも汗
あせ

をたくさんかく季節
き せ つ

です。こ

まめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

と汗
あせ

の始末
し ま つ

を忘
わす

れずに過
す

ごしましょう。特
とく

に、マスクをつけていると、のどの渇
かわ

き

に気
き

づきにくいので、「のどがかわいた」と感
かん

じる前
まえ

に、水分
すいぶん

をとりましょう。 
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夏
なつ

にかかりやすい病気
びょうき

に気
き

をつけよう 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほ け 
ん 

だ よ り 

手足
て あ し

口病
くちびょう

 

 口
くち

の中
なか

や手足
て あ し

の先
さき

に発疹
ほっしん

ができ、発熱
はつねつ

があります。ほとんどが軽
かる

い症 状
しょうじょう

です

みますが、他
ほか

の人
ひと

にうつりやすいという

特徴
とくちょう

があります。 

咽頭
いんとう

結膜熱
けつまくねつ

 

 高熱
こうねつ

と喉
のど

の痛
いた

み、結膜炎
けつまくえん

などの症 状
しょうじょう

があ

ります。プールの時
とき

など、他
ほか

の人
ひと

のタオル

を使
つか

って感染
かんせん

することがあります。人
ひと

のタ

オルを使
つか

わないようにしましょう。 

とびひ 

 虫
むし

さされなどをかきむしり、そこに細菌
さいきん

が

感染
かんせん

して起
お

こります。かゆみのある水
みず

ぶくれが

でき、それをかくことでどんどん広
ひろ

がっていき

ます。感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のため、プールは見学
けんがく

になりま

す。タオルの貸
か

し借
か

りはしないようにしましょ

う。 

ヘルパンギーナ 

 突然
とつぜん

の高熱
こうねつ

と喉
のど

の痛
いた

み、喉
のど

のあたりに

発疹
ほっしん

ができます。６歳
さい

以下
い か

の子
こ

どもに

流行
りゅうこう

しやすいですが、小学生
しょうがくせい

にも感染
かんせん

することがあります。 

予防
よぼう

の基本
きほん

は、手洗
てあら

い・うがいです。しっかり睡眠
すいみん

をとって生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を 整
ととの

えましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夏
なつ

を元気
げ ん き

に楽
たの

しく過
す

ごそう！ 

虫
むし

さされに注意
ちゅうい

 

□ 野山
の や ま

に行
い

くときは、ぼうし・長
なが

そで・長
なが

ズボン 

□ かゆくてもかかない。 

かきむしると、とびひになりやすい。 

もしも虫
むし

に刺
さ

されたら 

蚊
か

 はれがひどい時
とき

は、冷
ひ

やす 

ハチ 針
はり

があったら毛抜
け ぬ

きやガムテープで抜
ぬ

く。 

   ハチの毒
どく

は、水
みず

に弱
よわ

いので、石
せっ

けんで洗
あら

って流水
りゅうすい

で

冷
ひ

やす。スズメ蜂
ばち

など大きなハチに刺
さ

されたら、

病院
びょういん

へ 

毛虫
け む し

 流水
りゅうすい

で流
なが

す。毛
け

が残
のこ

っていたらガムテープでとる 

   こすらない。 

あせをふきとろう 

 

□ 下着
し た ぎ

を着
き

ると、汗
あせ

を吸
す

ってベタつか

ない。 

□ すぐに乾
かわ

く素材
そ ざ い

の下着
し た ぎ

だと涼
すず

しい。 

□ タオルでしっかりふきとる。 

□ 汗
あせ

をかいたら水分
すいぶん

補給
ほきゅう

も忘
わす

れない。 

自転車
じてんしゃ

は安全
あんぜん

に 

□ 信号
しんごう

無視
む し

をしない。 

□ 並
なら

んで走
はし

らない。 

□ ２人のりしない。 

□ 車
くるま

と車
くるま

の間
あいだ

から飛
と

び出
だ

さない。 

○「わたしのからだ（成長の記録）」を配付しました。ご覧になりましたら、押印し、 

７月１２日（月）に、ご返却ください。 

また、お子様の心身の健康について気になることなどありましたら、ご記入ください。よろし

くお願いいたします。 

 

○ 保護者のみなさまにもご協力いただき、今年度の定期健康診断は大きなトラブルもなく終了し

ました。ありがとうございました。健康診断結果から、医療機関での治療・検査が必要とされ

たお子様には「お知らせ」をお渡ししています。早期発見・早期治療はもちろん、毎日の生活

を充実させるためにも、できるだけ早い時期に受診していただければと思います。 

 

○ 学校管理下でケガをしたとき・・・日本スポーツ振興センターを利用できます 

  日本スポーツ振興センターは、お子様が学校管理下においてケガをされた際に適用される保険

です。医療費の自己負担総額が 1,500 円以上であることが要件です。学校でのケガで病院を

受診された場合は、学校までお知らせください。子ども医療費もありますが、学校でのケガは

日本スポーツ振興センターを優先することになっています。 

  学校管理下とは? 

  授業中、休み時間、登下校中、運動会、遠足、修学旅行、集団宿泊教室 など 


